
第

11
回
Ｊ
Ｐ
労
組
全
国
大

会
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
仲

間
に
訴
え
ま
す
。

今
夏
の
Ｊ
Ｐ
労
組
を
含
む

自
治
労
・
日
教
組
の
各
産
別

大
会
は
、
秋
の
臨
時
国
会
・

連
合
大
会
に
向
け
改
憲
・
戦

争
を
め
ぐ
っ
て
の
歴
史
を
左
右

す
る
決
定
的
な
大
会
で
す
。

安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改
革
」

＝
戦
後
労
働
法
制
解
体
に
よ
る

労
働
者
の
団
結
と
労
働
組
合
解

体
攻
撃
と
闘
い
、
改
憲
・
戦
争

を
絶
対
に
阻
止
し
よ
う
。
全
国

の
郵
政
職
場

か
ら
安
倍
が

狙
う
９
月
臨

時
国
会
９
条

改
憲
国
会
発

議
を
止
め
る

闘
い
に
立
ち

あ
が
ろ
う
。

関
西
地
区

生
コ
ン
支
部
・

港
合
同
・
動

労
千
葉
が
呼

び
か
け
る
、

「
改
憲
・
戦

争
阻
止
！
大

行
進
」
実
行

委
員
会
に
結
集
し
改
憲
・
戦
争

絶
対
反
対
の
巨
万
の
労
働
者
の

闘
い
を
巻
き
起
こ
そ
う
。

戦
後
世
界
体
制
の
基
軸
国
・

米
国
の
没
落
の
な
か
、
そ
の
米

国
を
先
頭
に
中
国
・
ロ
シ
ア
・

ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

ス
そ
し
て
日
本
等
の
帝
国
主
義
・

大
国
は
、
資
源
・
市
場
・
領
土

な
ど
国
益
め
ぐ
り
生
き
残
り
を

か
け
た
国
際
的
大
争
闘
戦
が
く

り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ

ア
ー
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
戦
争

情
勢
は
そ
れ
を
如
実
に
示
し
て

い
ま
す
。

６
月

12
日
、
米
朝
首
脳
会
談

が
開
催
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

戦
争
の
危
機
が
去
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
米
大

統
領
ト
ラ
ン
プ
は
、
核
を
実
際

に
使
う
こ
と
を
柱
と
し
た
「
核

体
制
見
直
し
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
」
を
発

表
し
、
国
務
省
等
の
人
事
を
強

硬
派
に
入
れ
替
え
、
保
護
主
義

に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
ト
ラ

ン
プ
の
イ
ラ
ン
核
合
意
破
棄
が
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戦
後
労
働
法
制
解
体
許
さ
ず
、
９
月
臨
時
国
会
で

の
９
条
改
憲
国
会
発
議
を
止
め
、
人
生
か
け
て
改

憲
・
戦
争
に
む
け
た
労
働
運
動
・
連
合
再
編
攻
撃

へ
の
反
撃
に
立
と
う
！

改憲阻止！自民党大会を直撃した労働者(３月25日 品川駅前)

ト
ラ
ン
プ
は
戦
争
を

や
ろ
う
と
し
て
い
る

腐りきった安倍を監獄へ！

全国労組交流センター
全逓労働者部会

と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
す
。

戦
争
の
で
き
る
国
家
体
制
を
つ
く
る
た
め

に
、
安
倍
政
権
の
下
で
労
働
運
動
―
連
合
の

大
再
編
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
連
合
内
に
改

憲
を
公
然
と
支
持
す
る
勢
力
を
つ
く
り
、
改

憲
賛
成
の
旗
を
振
ら
せ
る
こ
と
が
改
憲
国
民

投
票
を
お
こ
な
う
絶
対
条
件
で
あ
り
、
現
代

版
産
業
報
国
会
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

安
倍
や
大
企
業
に
育
成
さ
れ
た
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
（
１
７
２
万
人
・
旧
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
）

は
、
９
月
の
大
会
で
「
憲
法
９
条
２
項
の

『
戦
力
不
保
持
』
『
交
戦
権
否
認
』
削
除
と

『
自
衛
戦
力
の
明
記
』
」
を
大
会
決
定
し
、
そ

れ
を
連
合
全
体
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
憲
法
論
議
は
時
期
尚
早
」
と
い
う
の
が
現

在
の
連
合
の
公
式
見
解
で
す
が
、
今
年
の
９

～

10
月
は
９
条
改
憲
賛
成
と
自
民
党
支
持
を

連
合
方
針
と
し
て
決
め
る
か
否
か
が
焦
点
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
か

ら
の
「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
を
め
ぐ
る
安
倍

と
神
津
・
逢
見
ら
連

合
幹
部
の
秘
密
会
談

は
、
自
民
党
と
直
接

結
び
つ
く
勢
力
を
う

み
だ
し
ま
し
た
。
職

場
で
日
の
丸
・
君
が

代
不
起
立
闘
争
を
闘

う
労
働
者
が
多
数
存

在
す
る
日
教
組
や
反

原
発
・
反
基
地
闘
争
を
闘
う
自
治
労
は
、
孤

立
化
さ
せ
ら
れ
攻
撃
の
的
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
総
評
解
体
・
連
合
結
成

に
次
ぐ
労
働
運
の
再
編
攻
撃
と
、
ど
う
闘
う

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
者
や
青
年
・
学
生
の
未
来
を
破
壊
し

命
さ
え
奪
う
攻
撃
に
、
も
う
黙
っ
て
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
「
改
憲
・
戦
争
阻
止
！

大
行
進
」
運
動
を
全
国
各
地
に
無
数
に
巨
大

に
つ
く
り
出
す
と
き
で
す
。

み
な
さ
ん
。
今
Ｊ
Ｐ
労
組
の
全
国
大
会
を
、

９
月
自
民
党
総
裁
選
挙
・
臨
時
国
会
・
Ｕ
Ａ

ゼ
ン
セ
ン
大
会
そ
し
て
連
合
大
会
に
向
け
、

「
９
改
憲
国
会
発
議
」
反
対
、
改
憲
・
戦
争
絶

対
反
対
の
大
会
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
職
場
生
産
点
か
ら
の
９
条
改
憲
絶
対
反

対
・
安
倍
打
倒
の
闘
い
が
カ
ギ
を
に
ぎ
っ
て

い
ま
す
。
６
月
か
ら
９
～

10
月
に
向
け
、
「
改

憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
運
動
」
を
全
国
に

作
り
出
そ
う
。
労
働
組
合
は
、
戦
争
・
改
憲

絶
対
反
対
の
闘
い
を
柱
に
す
え
て
闘
お
う
。

７
・
１
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
集
会
に
総
結

集
し
、
「
働
き
方
改
革
」
法
案
粉
砕
、
改
憲
・

戦
争
絶
対
阻
止
、
安
倍
政
権
打
倒
へ
攻
め
上

ろ
う
！

安
倍
を
「
監
獄
へ
」
叩
き
込
も
う
！
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闘
う
労
働
組
合
を

今
こ
そ
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
！

７月１日(日) 13時半(13時開場)

江戸川区総合文化センター 大ホール

<呼びかけ>国鉄分割・民営化に反対し、1047名解雇撤回

闘争を支援する全国運動(国鉄闘争全国運動)

改憲阻止の先頭に国鉄闘争の旗を掲げよう！国鉄1047名解雇撤回！

改憲と戦争の安倍政権を倒そう！

韓国から鉄道労組ソウル地本が参加

（東京都江戸川区中央４-１４-１）



る
非
正
規
雇
用
制
度
を
撤
廃
し
、
正

規
労
働
者
と
同
じ
労
働
条
件
に
引
き

上
げ
る
こ
と
で
す
。

正
社
員
の
総
非
正
規
化
・
社
会
保

障
改
悪
・
地
方
切
り
捨
て
と
戦
争
国

家
体
制
に
突
き
進
む
安
倍
政
権
を
、

労
働
者
・
労
働
組
合
の
団
結
し
た
ゼ

ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
で
打
ち
倒
そ
う
。

ズ
ブ
ズ
ブ
の
労
使
協
調
路
線
の
連
合
・

Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
の
組
合
支
配
を

職
場
生
産
点
か
ら
打
ち
破
ろ
う
！

政
治
日
程
に
あ
が
っ
て
い
る
改
憲

問
題
と
安
倍
政
権
が
進
め
る
「
働
き

方
改
革
」
＝
戦
後
労
働
法
制
の
解
体

攻
撃
は
、
戦
争
の
で
き
る
国
家
体
制

と
一
体
の
も
の
と
し
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
倍
は
、
「
日
本
」
の
支
配

階
級
が
生
き
残
る
た
め
に
は
戦
争
が

で
き
る
国
に
す
る
こ
と
し
か
な
い
と
、

「
戦
後
レ
ジ
ュ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
国
家
秘
密
保
護
法

を
成
立
さ
せ
、
安
保
法
制
を
変
え
、

武
器
輸
出
３
原
則
を
変
え
、
５
兆
円

を
超
え
る
防
衛
費
で
自
衛
隊
の
戦
力

を
増
強
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
安
倍
は
、
戦
争
を
や
る
た

め
に
は
戦
前
の
よ
う
な
国
家
総
動
員

体
制
が
必
要
で
あ
り
、
何
よ
り
も
労

働
組
合
を
戦
争
賛
成
勢
力
に
す
る
こ

と
な
し
に
は
進
め
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
連
合
幹
部
を

抱
き
込
み
労
働
運
動
の
再
編
に
手
を

つ
け
、
「
９
条
改
憲
・
自
民
党
支
持
」

に
持
ち
込
み
、
こ
の
９
月
臨
時
国
会

で
改
憲
発
議
を
連
合
に
認
め
さ
せ
よ

う
と
い
う
の
で
す
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
関
連
８
法
案

の
核
心
は
、
正
規
職
の
総
非
正
規
化

と
労
働
組
合
の
解
体
に
あ
り
ま
す
。

安
倍
の
言
う
「
こ
の
国
か
ら
非
正
規

と
い
う
言
葉
を
な
く
す
」
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
で
格
差
を
な
く
す
」
は
戦

後
的
な
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
賃
金

を
最
後
的
に
一
掃
す
る
こ
と
で
す
。

正
社
員
を
総
非
正
規
化
に
す
れ
ば
、

こ
の
国
か
ら
非
正
規
は
な
く
な
る
と

い
う
中
身
で
す
。

以
上
の
安
倍
の
狙
い
を
百
も
承
知

で
連
合
Ｊ
Ｐ
労
組
中
央
本
部
は
、
こ

の
改
憲
・
戦
争
情
勢
の
な
か
で
間
違

い
な
く
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
に
続
き
連

合
内
最
大
単
組
と
し
て
企
業
防
衛
主

義
か
ら
愛
国
主
義
・
帝
国
主
義
労
働

運
動
へ
踏
み
出
し
一
線
を
越
え
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
安
倍
の
改
憲
に
反
対

し
な
い
、
そ
し
て
安
倍
の
働
き
方
改

革
の
目
玉
で
も
あ
る
「
同
一
労
働
同

一
賃
金
」
の
先
取
り
を
今
春
闘
で
妥

結
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
議
案
書
に
は
、
安
倍
政
権
の

９
条
改
憲
・
緊
急
事
態
法
（
戒
厳
令
）

に
つ
い
て
賛
成
な
の
か
反
対
な
の
か

一
言
も
本
部
の
見
解
が
だ
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
原
発
・
憲
法
問
題
な
ど
の

国
の
基
本
政
策
に
対
し
て
「
連
合
方

針
に
従
う
」
と
い
う
の
が
本
部
方
針

で
す
。
９
～

10
月
に
臨
時
国
会
で
改

憲
発
議
を
安
倍
が
や
ろ
う
と
い
う
の

に
・
・
・
。
今
全
国
大
会
で
改
憲
問

題
に
口
を
つ
ぐ
み
、
い
や
隠
し
て
秋

の
連
合
大
会
で
連
合
本
部
が
９
条
改

憲
・
自
民
党
支
持
を
決
め
た
ら
従
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
絶
対
に
許
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
の
戦
後
労
働
運
動
は
、
先
の

戦
争
を
経
験
し
敗
戦
後
の
総
評
結
成

も
含
め
“
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

戦
争
は
二
度
と
し
て
は
な
ら
な
い
”

こ
と
が
戦
後
日
本
の
階
級
闘
争
、
労

働
運
動
の
土
台
を
形
成
し
た
原
点
で
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【上】自衛隊が米国から購入し、来年

度から配備がすすむオスプレイ。

【下】自衛隊初の空母保有計画がすす

む「いずも」型護衛艦。

安倍政権のもとで「戦争のできる国」

へむけた軍備拡大がどんどんすすんで

いる。とんでもありません。

労
働
組
合
こ
そ
改
憲
・
戦
争

阻
止
の
先
頭
で
闘
お
う

キ
ャ
ノ
ン
で
は
、
労
働
組
合
と
会
社

が
年
４
回
開
催
す
る
委
員
会
に
お
い

て
、
個
々
の
労
働
者
の
役
割
等
級
を

決
め
て
い
ま
す
。

郵
政
現
場
で
も
こ
の
制
度
は
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
貯
金
・
保
険
で
は

会
社
か
ら
一
方
的
な
ノ
ル
マ
を
課
せ

ら
れ
て
、
そ
れ
を
実
現
で
き
な
い
労

働
者
は
パ
ワ
ハ
ラ
で
職
場
を
追
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
社
と
ま
っ
た

く
闘
わ
な
い
Ｊ
Ｐ
労
組
幹
部
の
姿
、

デ
タ
ラ
メ
な
ス
キ
ル
評
価
な
ど
な
ど
、

今
の
郵
政
職
場
の
我
慢
で
き
な
い
現

実
を
も
っ
と
拡
大
し
よ
う
と
い
う
の

で
す
。
非
正
規
を
正
規
雇
用
に
す
る

の
で
は
な
く
、
全
員
を
非
正
規
職
に

し
て
競
争
に
た
た
き
込
む
―
こ
れ
が

安
倍
や
経
団
連
の
い
う
「
同
一
労
働

同
一
賃
金
」
「
柔
軟
な
働
き
方
改
革
」

の
中
身
で
す
。

民
営
化
か
ら

10
年
、
民
営
化
過
程

で
正
社
員
を
減
ら
し
非
正
規
化
を
進

め
た
張
本
人
は
、
元
全
逓
・
全
郵
政

＝
現
Ｊ
Ｐ
労
組
本
部
で
す
。
新
一
般

職
（
限
定
正
社
員
制
度
）
を
認
め
、

さ
ら
に
は
一
昨
年
無
期
転
換
前
倒
し

し
て
「
ア
ソ
シ
エ
ト
社
員
」
制
度
を

認
め
、
そ
れ
も
無
期
転
換
に
ス
キ
ル

評
価
を
条
件
に
し
、
職
場
＝
仕
事
が

合
理
化
で
無
く
な
れ
ば
「
解
雇
」
を

認
め
て
協
約
化
し
、
非
正
規
の
固
定

化
と
安
倍
政
権
が
や
ろ
う
と
し
て
い

る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
で
正
社

員
の
総
非
正
規
化
の
先
兵
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

本
部
は
、
中
央
委
員
会
で
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
実
現
を
打
ち
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
（
安
倍

の
働
き
方
改
革
）
法
整
備
の
基
本
的

な
考
え

方
は
連

合
が
求

め
て
き

た
『
雇

用
形
態

に
よ
る
格
差
を
解
消
す
る
均
等
待
遇

原
則
の
法
制
化
』
の
考
え
方
と
ほ
ぼ

相
違
な
く
、
民
主
党
政
権
時
代
に
成

立
が
は
か
ら
れ
た
不
合
理
な
労
働
条

件
を
禁
止
す
る
労
働
契
約
法

20
条
が

ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
等
、
働
く
者

の
立
場
か
ら
賛
同
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
法
案
を
含
め
て
、
一
括
で
取
り

扱
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
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郵
政
職
場
で
は
既
に
始
ま
っ

て
い
る※同一労働同一賃金の実現に向けて、そ

して、定年までモチベーション高く働く

ことのできる環境整備等に向けて、まだ

まだ大きな課題が残っている。具体的に

は、６５歳定年制、多様な働き方、扶養

手当－等について１９春闘に向けて検討・

討議を行っていく。

※会社からは・・・「同一労働同一賃金

の実現を視野に入れ、客観的に合理性を

高めていくには、定期昇給のあり方から

見直さなければならない」との提起も受

けている。

大会議案書からの抜粋

同一労働同一賃金

の美辞麗句にだま

されないぞ！

定期昇給のあり方

から見直しとは廃止のことだ！

「頑張った者が報われる」は嘘っ

ぱちだ！

今国会で審議中の「働き方改革関連法案」

の柱のひとつである「同一労働同一賃金」

の内容に即した許しがたい判決だ！

６月２日付け

『朝日新聞』


